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第

一
回
目
は
七
日
か
ら
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百
日
咳
の
予
防
俊
一州

実
施
日
割

春
先
に
多
ヤ
火
事

空気の乾燥と強い風

7
日
に
本
町
地
区
て
火
災
演
習

と
の
う
ち
二
月
か
ら
五
月
ま
で

に
九
件
で
、
半
数
を
占
め
、
山

火
事
も
二
件
お
ζ

っ
て
い
ま
す

乙
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、

ま
た
風
が
強
い
と
い
う
惑
い
条

件
が
重
な
る
た
め
カ
、
従
来
各

地
で
発
生
し
た
大
火
は
ほ
と
ん

ど
二
月
ご
ろ
か
ら
春
先
に
か
け

て
発
症
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
火
の
取
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
て
火
事
を
出
さ

な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う

二
月
二
十
八
日
か
ら
三

月
卜
三
日
ま
で
春
の
全

国
火
災
予
防
週
間

(一二

月
六
日
ま
で
車
両
、
七

日
か
ら一

般
)
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
大
村
市
で

は
主
に
次
の
こ
と
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
ど
協

刀
く
だ
さ
い
o

i
}
1

大
村
市
で
昨
年
巾
に

発
生
し
た
火
災
は
十
八
件
で
、

関盟国
額
は
二
百
一
一
十
二
万
余
円

に
上

っ
て
い
ま
す
。

原
悶
は
カ
マ
ド
、
火
鉢
な
ど
で

火
を
使

っ
た
跡
の
不
始
米
が
七

件、

子
供
の
火
遊
ひ
は
四
件
と

な
っ
て
お
り
、
火
の
取
投
い
の

不
注
な
か
ら
夫
切
な
家
や
家
財

を
伐
に
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す

示
ら
や
F
V

〉
主
荘
終
日
炎

i
y
J
t
y
h
U
/υ
ρ
p
同
巧
よ
1
ニコ
日

6
日
か
ら
地
区
ご
と
に

γ

タ
バ
コ
の
吸
が

ろ
ゲ
か
ら
山
火
事

特
に
こ
れ
か
ら
山
笠
り
な
ど
が

ふ
え
ま
す
が
、

「
た
ば
乙
」
の

吸
が
ら
の
不
始
末
か
ら
山
火
事

審
査
会
実
施
日
割
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川
ヤ
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石
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本
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四
六
、
情
九
区
四
五
O
、
池
一
本
小
路

一
、
六
0
0
、
上
小
路

一

九
日
午
後
一
時
か
ら
植
松
公
民
館一
村
園
芸
高
校
で
約
五
夏
の
義
一

歳

末

た

す

け

あ

〉

募

金

と

感

必

間
十
区

一
、
O
七
一
、
池
旧
十
二

O
ニ
O
、
須
田
ノ
木
凶
一

O
、
出

で

結

成

式

を

行

っ

た

。
式
は
申
邦
一
室
得
て
雄
大
に
開
催
さ
れ
た
。
一本
市
社
会
理
協
議
会
に
対
し
次

し

3
5
i
p
--f
区
一
、
五

O
、
喜

一

区

ミ

ア

坊

一五
O
、
車
場
五
五
O
、
片

宵

年

間

長

の

遺

憾

告

に

つ

づ

い

一

乙

の

日

各

警

告

白

、
四
一の
と
お
り
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
o

v

ん
な
で
明
る
い
買
を
迎
え
る

一
〔
鈴
団
地
区
〕

O
六
O
、
認

ニ
区
一

、
八
九
五
一
塁
1
一
、
九

一
五
、
片
町
第
2

円
一
町
大
付
日
長
は
い
咋
M
M
M
一則

1Vラ
ブ
代
目一
一
一
即
せ
紘

一
品
川

的

政

位

一
給

路

一M
Uれ
昨

日

日

付

訪

日

一品

目

~一∞

J
M日
諏

訪

七

区
一
、
O
六
O
、
諏
訪
八
一

一一
、
O
一五
、
本
町
第
1
三
、
九

一

方
と
協
力
し
て
、
り
っ
ぱ
な
少
年
一改
善
、
?

畜

産

、
グ
ル
ー
プ
一
金
者
敬
老
院
と
社
会
提
協
議
一
ぞ

;

一
一『

¥

ヘ

一
ざしし
、
一

区

八

六

五

、
乾
馬
場
一

、
五一一一

o
一0
0
、
木
町
第
2
九
ブ
O

一
安

円
一
団
を
つ
く
る
よ
う
努
力
し
な
さ
い
一
活
動
の
六
分
科
会
に
分
か
れ
て
研
一
会
に

一!

は
け
で
文
長
信
き
い
明
一

一乙
ろ
、
皆
ざ
ん
方
が
乙
れ
に
よ
ど
中

ι上

-j
陰
平

、
古
町
一

、
0
コ
一一、
古
町
住
宅
一
町
一一、
八
一
O
、
一一一
城
第
1
一
、

ア

と

の

激

励

の
言
葉
と
永
田
教
育
一究
発
表
を
行
っ

た

。

一

ム
ロ
月
お
日

一一一
、
0
0
0円
一

j
z大
会

ヨ

花

写

芽

一

訂

正

本
紙
前
号
で
次
の
筒
所

語

訳

語

一時

一

一

足

ド

ド

リ

ヰ

一

一

一

EMu-ゴ山
口

町

内

一

昨

日

目

諸

説

明

言

軒

当

口叶

誠

一

川

郡

山

長

夫

小
一

1
z
i
-
-った分
は
訂
正
し
ま

六
百
十
七
万
円
に
k
り
、
乙
の

一
〔
松
原
地
区
〕

周

九

九

O
、
水
川
八
七
O
、
水
凶
一
九
七
五
、
田
の
平
五
五
O
、

小

佐

一

の

知

町

川

呪

い

ω常
葉
が
あ
っ
て
一夫

(琶
湖
背
年
団
)
の
阿
君
は
と
一ム
ロ
月
お
日

一一
、
0
0
0円
本
一弁
論
大
会
は
草
、
夏

、
喜
一
間
定
資
産
課
税
台
帳
縦
覧
の
記
事

詩

情

刊

誌

郡

山

一苦

情

一
四
日
一
一
司
一

一区
一
、
五
九
時
起
一
一
一
、

τハ五
五
、
大
佐
古
間
二
五
、
柴

一
式
高
じ
た
O

(

市
教
委
)
一

混

同

、(

詰

二

百

一

品

品

川

町

実
兄
一
日

z
m
d
r
M
M一
日

開

花

」

「

明

日

叶

一
な
ど
へ
配
分
し
ま
し
た
。
そ
の

一品

目

九

O
、

F九
四
区
一
一
、
山
口
¥
上
川
山
津
二
日
間

七

口

1

5

0

f

)

円
一吉

岡

君

懸

代

表

に

一

二
日
か
ら
一
一
百
聞
崇
高
か
れ

一

f
f会福
祉
協
繋

)
一
議
室
、
中
学
で
は

2
1
t和
一一一
十
年
度
以
降
一
部
」

一丸山
忠
告
げ
一一記者一一一一一昨叫ん川町一一一一
1

1

f

L

一一

4
h
m
q発表会で一一一一一一帯。問題
一時
一
時
五
一間以期間片山政一

211品目
指

一く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
川
に
今

一七
、
北
野
岳

一七
じ
、
一間

野

岳

松
山
一一二

O
、
問
和
通

一
二

三

v
o
E川
釘
1
一

九
三
O

)

弓

一

一

(市
教
委
)
一

一

な

一

日

を

楽

し
く
す
ご
し
た
二
は
っ

一二
ハ
O
O円
」
に
。

一
と
も
よ
ろ
し
く
と
協
力
る
あ
一
一
一
一O
、
野
田
三
八
、
京

一

O
、
霊

1
一
、
五
二一一一
、
松
並

7
第
2
二
、
問
凶
O

弓
一
長
崎
県
対
少
年
室
研
究
発
表
大
一

一賀
警

告

で

は

一
月
十
九
日
程
-

〔市
教
委
)
一

(

庶

務

課

)

一
い
い
た
し
ま
す
。

一
o、
江
川
八
O
、

2

一
、
O
三

2
21て一
小

昔

、

一
五
一
円

)q
一

i
j
i
j
j
!
;
!
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j
t
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l
i
-
-
t
l
!
1
t
i
l
t
-
-
1
t
i
t
i
l
-
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i
j
i

一長
崎
県
共
同
募
金
会
大
村
支
会

一小
計
六
、
六
O
一つ

4

F

一

一

掴
彊
圏
盟
癌
腫
腫
留
酒
副
調
摺
調
関
輔
蝿
醤
暗
闇
輔
副

一

出

生

と

は

一長
則
一
人
梓
い
ね
に
た
山
弘
、
民
国
刀
一
伺
附
し
て
ゐ
呼
聞
を
し
な
い
で
終

(
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
二

1

8
、

3
2一二
一
一
出
〔
竹
松
地
区

〕

一

日

舗

醐

輔

調

盟

臨

噛

覇

醐

醐

輔

週

一

一
長
男
と
で
は
長
男
妥
結
統
一
っ
た
時
は
、
「
死

告

一併
す
べ

一i
一崎

i
q
:し
植

松

一
、
六

日

1
7一

町

一
瞬

醐

艇

醐

髄

鯛

醜

鵬

鯛

麟

臨

一次
こ

H
富
士
私
達
人
聞
の
栴
刊
一
人
と
な
る
地

27え
ら
れ
て
い
一
き
で
、
も
ち
ろ
ん
乙
の
場
合
月
満

牧

入

自

丁
目
「
一
子
美
子
ノ
ブ
四

O
、
山
口
ア
ノ

一

/

三

一

詳

し

釘

目

ぷ

川
町

民

)土

踊

鵬

閤

醜

盟

関

盟

関

盟

鶴

輯

鶴

一の
主
体
と
な
っ
た
始
問
を
登
録
す
一
た
か
ら
、

双
生
児
の
場
合
な
ど
特
一ち
て
住
ま
れ
て
も
、

Z侶
が

豆

諸

区

〕

一

日
刊

誌

忠

一

一

日

日

九

円

一向

日

間

一

一
rM
UMrm

一町
一

才

二

各
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